
議事録 

会議の名称 第４回別府市協働のまちづくり推進委員会 

開 催 日 時 令和４年１０月２８日（金） １３：３０～１４：５０ 

開 催 場 所 別府市役所４階 ４Ｆ－１会議室 

出 席 者  

委 員：清水委員、後藤委員、福谷委員、中山委員、平石委員、上里委員、 

入田委員（※平岡委員、河原委員、日名子委員 欠席） 

事務局：山内室長、岡﨑補佐、首藤主査 

≪会議の内容≫ 

 

■議題（１） 令和３年度協働のまちづくりの推進に関する施策の実施状況評価結果（案）について 

令和３年度の協働のまちづくりの推進に関する施策の実施状況について、これまでの委員会

での協議をもとに、委員会の評価結果をまとめた。評価結果については、別府市協働のまちづく

り推進条例第１０条第２項に基づき、１２月末までに委員会から市長に報告予定。 

主な内容は下記のとおり。 

①啓発活動及び人材育成の推進 

・多様な市民のニーズを集約することによる地域課題の認識と協働への意識醸成 

・協働事業への参画 

②市民と市の相互理解の推進 

・広報のあり方の検討 

・工夫と実践による地域活動の継続 

 

③体制づくりと支援策の推進 

 ・ひとまもり・まちまもり協議会の情報や取組の共有 

 ・中規模多機能自治の推進 

 

④環境整備 

 ・中間支援組織の育成 

 

⑤取組の評価や見直しの推進 

 ・協働事業の目標の見える化 

 ・事業の進捗管理、評価、見直しの実施 

 

■議題（２） 人材育成について 

 

協働を推進する上での「NPO」における人材育成について、意見交換を行った。まず、大分県が

実施している主な取組について紹介した後、市で実施している NPO への助成や情報共有の場づ

くりについて報告した。 

 



委員からの意見等は下記のとおり。 

 

・同じような活動をしている団体同士で、横の連携ができる場がほしいという声がある。 

・NPO の「専門性」を社会にいかしてほしい。その専門性を課題解決の公共事業へつなげるこ

とが市の役割である。 

・観光や芸術の分野で活躍するＮＰＯも、地域の課題解決行動につなげてもらいたい。 

・財政面、運営面で格差が生じている。 

・専門性の強い組織で立ち上がったものの、会員の増加や世代交代により、話題性が強い組織

へと変化したＮＰＯもあり、ＮＰＯの人材育成は難しいものがある。 

 

▸次回委員会においては、地域のうち、地域団体（地縁組織）における人材育成についての意

見交換を予定。 

 

委員会終了。 

 

 


